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東北地方本部役員および各県支部長
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昭和 48年 度
東北地方本部運営方針決まる

昨年の連盟の定款改正によって,新 しく発足した東北地方本部は今年 2月 24 21日 の両曰 仙

台市 こけし旅館において第 1回の東北支部長会議を開催しました。
この会議
`は
米賀専務理準の出席が予定されていました

'在
京業務が多忙のため言

`と
シやめ髪竜 し

た。な卜 東北電波監理局免許部陸上課 監督部匡 L課  監視雪F● よび監理部検定課から係官のこ出

席をいたださました。

会議に先たち 東北本部長から剌し電波監渕局の方 え々らび
`各
役員の紹介があり,監査長に JA71

W植松―氏 会計監査に JA700高 橋靖英氏を依嘱したことについて説明があり また,この会議

を全国支部長会議0あ とに開いたことについての経緯  支部長会議を定期的に開きたいこと

今後t7‐ 発展のために協力して欲しいなどのあいさつがぁり議事に入りました。先す 地方本部の今後
の運営方針として支部長会の開催 オールコンテストの実施 ブ1常無線通信‐ 1練および JA7′ ムヽ

の祭英 本部報の発行についての検討をしたあと47年度の業務概要 会計報告について説明がぁり,
次いで 48年度の本部費 支部費 事業.t面 について種 検々討されまLた。

弓き続き」A71W植松監査長から4月 に予定されている全国監査長会議 電障協関係
=よ
びTV

10現況 防止活動について色々憲見が述べられました。

また,こ 0会議l‐特にご出席をいただいた東北電渡監理局の係官からそれそれ,管事項lcついて指

導があり2日 間に亘る会議は有意議に開会しました。

本  部  i

監 査  長

会 計 監 査

秋田県支部長

岩手界 ″

福島県 ″

山形県 ″

青森県 ″

官城県 ″

JA'HC

JA,IW

JA'00

JA,AB

JA7AK

JA7BO

JA7 AQR

JA7 ELP

JA7 BOヽ
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各支部の事業計画

組織●充実なら0に地域′ラブ●育成

支部I_●開催

´ラ′代表者会議つ開催

各種コ′テストo実施

4ni露●■実ぇらびにル域クラ′ら育成

支訂大会0開催

´ラ′卜
=者
会議t7開催

組織9充実なら●

`llt城

′フブ0育成

支議 会1開催

合同会議の開催

合同ミーティィ′つ開催

支ユニュースの発行

な鶴の充実tらびに地ョクラカゥ育成

支部大会の闘催

合同 ―ヾティイタの開催|

文書

`‐

‐―ス0発行

組織0●末えらびに地域タラブの育成

支部大会の開催

´ラ

ー

開催

ヽ一テイン′o開催

組織の岸 ならOⅢこ泄咸 ラ́′́ 育成

支部大会0開催

合同会議の開催

(予定)

山形県支1部

岩手県支部

青森県支部

秋田県支部

福島県支部

宮″県
=部

0

う
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昭 和 48年 度 支部 予算

l ι

C

県 ■
]巨 JI 形 県 秋 田 県 青 森 県 官 状 県

t 貴

賞 典 収 入

痒 収 入

前 年 度 繰 越

計

156000

156000

14900o

149000

155000

165000

231000
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支 部 大 会 費

議 費

催 物 費

渉 外 費

迫 信 費

交 ,巨 貴

消 耗 品 費

支 部 報 発 行 費

事 務 印 椰1費

コ ン テ ス ト 費

賞   典   費

非 常 通 信 費

備

雑 費

計

400,0

3500o

50o0

6000

10ooo

5000

100o0

200o0

100oo

10000

5000

560001

20000

20000

300o0

b100

10000

24000

60o0

10000

5000

o000

4ooo

14,000

500t10

35000

20000

19000

1000
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20000

5000

5500()l

00010

80ooo

24000
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300)

100o0

3000

o000

4ooo

231000
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入
　
入
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10000

1063000

10000

500

30つ 0

1071500

500
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県 り1

千+目
岩 手 県 福 島 県 合  計

'部
大 会 螢

会 議 費

費
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1費

費
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交 通

消 耗

支 部 報 発 行 蔭

事 務 印 刷 費

コ ン テ ス ト 費

賞 奥 贅

非 常 通 信 費

備 品

雑 姜

計
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〇
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i20oo

●000o
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テ0● 00
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100o0

'0,015000

31001

1つ 000

400o

lplっ 。。

3001000

29・●000

9'000
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lB00,
80oOo

27000

72‐O00

30.000

20.000

20000

3oOO

_・ 0,o o0

30500

1,76110つ

東北地方本部長 JA7HO 野 口 光 男

春ととヽ
`責
男す贅女 アヽマテ .ア蕪線を存分に薬しんでおられることと8´

=す
。

昨年 8月 に JA'1の組織,故
=●
れた●とは既に

`4た
もご承知0ことではぁりますが,昨年中に

`だ
日態勢からの切育えラ■ 々′面で,すかしい |●がぁり中擁半ばになって●りtしたが今年度か

らは名実共に JARLは新 しいFEMて勁いてゅくゎけです。即ち 監査お導業務に監査長を中心に一
本イヒし,事毬的なことは事務l・lて一切象扱ぅこととなり,そ しそ瀑単位の支部がアマチュァ聟 o行

うや親陸0たoに活動,‐るoとにれるわ0てす。今までとのコ
^を申し上げる|ら県支部は少ないな

がらも予算をもち客県毎にその地域の特tを活かした運営をして今員に密着した活動がて、る0,て
す。少ない予算ていがに会員oため

`●

ることができるかは1支部長のうでにかが,ているわけですが

そこは著さんの選んだ支部量ですから十分ご歯待
`添

‐ぇることと確信しており
=す
。それにしても会

員洛立のご協力なくしては何事も実,t,せ
～
0で何卒支部長に力を貸して自分らの支部を発展さ
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せて下さい。

こう申し上げますと支部は支部長の考えで何をやってもよいのかとも思われますが支部には役員も

いることですので支部長が独定するようなこともなく支部長の片騎となってうまく運営されてゆくこ

とと思います。それにJARLの方針に沿って違誉していくための全国支部長会議や地方本部における支

吉,長会議などうってJARL本来の目的からそれないような調整もなされるわけです。また このよう

なコヾ二ヶ―ションを口支部と違って身近に会員各位に伝えられ会員と密着した JARLに たるため

に新趣繊がてきたのですから成果を期待して戴きたいと考えます。

一方 地方本部は何をするかと申しますと前に■し上げたような
`県
の調整をするこがエリヤ単位

てないと出来たいアマチ_ア 的な行事としてコンテストやOSO訓 練の計画立案 対電監との関係

非常蕪線協議会や電障協などその他外部団体とのFlltt JARL本 部や他エリヤとの関rTな どェリヤ

単位でないとできたいtL事 を受持つほか各支部の行事にてきる限り参加 t´理事会や地方支部の動きな

どを説明した 0 各県の実情を把握して上部機関に提案したりしてコミニケーションという′tイ プを

つまらせないようにしてゆさたいと考えます。い Fl■にしまして 東ヽ1動フ繁 部 それに各県支部を益々

良いものにするため各役員の能力をアルに発揮して新しい組織を立派に育ててゆかたければなりませ

ん。そのためには 役員もせ事を持つかたわらの奉仕であることを忘れず会員の方々の絶大なるご協

力を得てみんなて力を合せて新組織の初年度に対処してゆかなければなりませんので何卒よろしく春

願い申し上げます。

な卜 もう一つお願いを申し上げますがアマチ、ア局の増力1に伴うメンド内の混信は申すに及ばず

アマチ‐ア局以外の局の増力̈ 日立っており,最近の電波情勢からみて種々の混乍妨害を受けたり

あるいに与えたりさまざまたことに道豊すると思いま■がおユいに国の財こである■7Jtの利Hl者 とし

て互譲の精神でこれらのことを書処して楽しい′ムライフを過されますよう希望してしみません。

以  上

１

１
１
１
＝
＝
＝
１
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
腱

秋田県支部の皆様へ

lll田 県支部長 J.ヽ 7AB 三 浦 恒 裕

この度  JARLの 組織改正により 秋田県支部長に就任致しました。支部役員も決定しましたの

てよろしく願います。県内には約 1800局のアマチ,ア局71あ り それそれの楽しみ方でオペレー
トして
'り
 ,ム ブームIJ喜ばしいことと思いますが 良く考えてみると手離して喜んで,ら れる状

況でもありません。OB的た運月 電話ごっこ的な´ヽムが多く既製の FBな り′ 他人に建ててもら

ったアンテナで開局し その後半年もせずにQRTしてゆく局が多く アマチ_7無線の真の楽し
'
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を知らすに廃局してしまうことです。

それぞれ楽しみ方はあるかと思いますが やは ,技術的な裏付けがなくてl■  ア,チ メラ無線技士
の免許証が泣くというものでは ないかと思います。秋田県は東1ヒでも,昭和27年の再開後いち早く
アマチ_ア月ができ また DXの盛んな県てもありすすので 今後は益 機々械0こ とめ

'良
く判る技術

屋ル ムヽになるべく 勉強してゆきましよう。局数の多少よりは アマチ、ア局 1人 1人のレベル0

高さを誇りたいと思います。なた JA RL会 員の数は東北で最下位であり JARLに 入会しなく
とも 'マ チ‐ア局は道島てきるからというひとヽおりますが  日本を代表するアマチ ,7無線
連賢に全員入会し,対外的な発言力を強め 新たな周波数の獲得や,,か ら狙われている周波数の防
衛に勉めましょう。会員の 1人 1人の力で秋蝶 支部に組織■10o%と したぃとおもっています。支部

としての行事、咬かくなって参りましたので楽しいミーティン′を計画しています。その際は多数ご

参加下さい。

岩手県支部長 JA7AK 山 本 辰 吾

昨年 8月  JARLの 新定款が認可されて●l来 県支部の体制作ンに努力して参りましたが 今年
1月 31日 付で支部規程力:連盟から認可されました。支部役員も決定し いよいよ 県支部として業
務を開始しようとして,め ます。

県内O JARL会員は ,00人以上になりますが,今後 支部の業務を行をうに当り,会員個々
の●見●吸上げ あるいは、会員に対する連絡等を考えるとさ どうして 地ヽ域クラプの力を借りな
ければえらないと思ってかり,今後よレ以上lr 県支部と地域クラブとl_蓮場を密接

`し
て行きたい

と思って
'り
ます。

JALL,あ るぃは 県支部に対するご意見や ご提案がありましたち 支部大会や,ク ラブ代表
者会議のFFL商つでなく 普段から としとし支部宛によ寄せ下さい。支部としてできるものはどし
とし実行して参りたいと思´ます。

今後とも 会員の方たのご協力により,立派な支部を作り上げたいと思っておりますので,よ ろし
くお願いいたし■す。

福島県支部長  JA730 平 島 希 望

福島県支部も発足以来約半年を経過しましたが′予算面,役員の不′れたとの事情で会員の書さん

に十分をサービスを行なうことができませんでした。本4度は7月 29日に支部大会を予定しております

が これを中,心 として FBな行事を計画しております|

-6_
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また 5月 末の全国大会に隣県で行なわれますので 各クラブからも多数出席され多くの意見を反
映されるょう

`取
いいたします。

3月 現在県内の会員 660 登録クラブ13で す。

全福島賞について

昨年 10月 の支部大会に発表した全福島賞は続たと申請がでており 特別賞Zlは JA7010が
獲得しました。皆さんもぜひ賞を育ってください。

ルール概略  昭不147年 4月 よりのQSOが有効 福島県内の loの市または郡と

-7-

QSOし QS

),用紙などを持ること。(特別賞は全市全部)申請料 20 0 Fl(・ IF会員400円
は〒 970内郷郵便局私書箱第4号 JARL福 島県支部らてSASEで

養成講習会について

各地で養成講習会の計画がうりましたら早目に連絡してください。手続の不備等で予定の日lc開 講

できないことがないよう+分余裕をみて計画してください。

県支部役員

支部長 JA7BO  総務幹事 JA 7JQ  会計幹事 JA7Z 0

賞lB当 幹事 JA7NX

ハ ム 雑 感

山形県支部長 JA,AQR 田 中 芳 R

いつの時代でも′ヽムは趣味のェ様である。親にかくれて作った高 1中 2の RXから突然lllこ えてき

た JAl△×局のグ 声ヾざあの声を天使の声とうおざ学校の勉強ならぬ猛勉強のすえ,た ´ヽムの免許
証。中学時代の良さ思い出でもある。高枚時代に′`イトをし やっと買えた絹に包まれた 8o7。 超
再生のRxに飛び込んできた無変調キャリヤに「だれてすか ?Jと 日本語で問いかけたら■f・んでさて

くれた vK4△ ×(現在て 何ヽ故彼が私の日本語がわかったのか不明 )大 学の休帳と同時に帰省し

'会
を助手に 10分間て建てた ホームメー ド折りたたみ式ニエレ八木のうの威力。結婚式の日オン

エアより祝電をくれた香港の vSO△ ×。等た  。 大げさに言えば私の青春は´ヽ去がすべてであ
つたし くいのない青春であったと思う。今現在てもSSTVを どうやって買ょうヵ゙悩んでいるし珍
局が出ると仕事 も手につかす会ネ上の時計を見上げる。出IFT等て遠出した際見ず知 らすの人 と話し合え

るのも車にま っけた 144の rかけである。 しかし私は最・「■この
′ヽムが恐ろしくなってきた。ます第

一に これ程むずかしい ものはない と思 う。他の事ならlo年 もゃってt‐ れば―応完結するl■すであ
る。場合によっては師匠とも呼ばれるかもしれない。しかし′ヽムに■いては 毎日毎日あきもせず
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10年 ll上やっているが末だ終局ところか折り返し地点すら見えたい。その原因について私はこう考

える。

ンヽムが相手にするのはただ一つ´ムてある。´ヽムー人間であ/p。 つまり趣味とはぃって 趣ヽ味の相

手は人間である。人生は 10年やっても人生の師匠とは呼ばれない。末た小学生である。故に′ヽムと

は人生と同じに終りのないものであると考える。′ヽムが恐ろしい第二の理由も人生とl・lし原因と考え

るが ′ヽムの奥の深さにも気うかす ちまりに 安ヽ易に´ヽムになり うまうにも短命で´ヽムをやめる

人が多い事にある。幼稚国の幼児の中ては必・| ガキ大将が存在する。そして″キ大将は 自分がす
べてであ/● と考える。しかしガキ大将の親から見れば誠に未熟な人生を始めたばかりの子にすざない。

[111[13,i:[1:曇 :41を [iI:』 Iti「 ::,1:「 ::::'ili[「 ::l  Q

り明日は もっと上手にラ′チ,_て きる様 l‐努力すること きのうよりたとえ 1メ ー トルでもヽく

まで電波を飛ばし1人でも多く0友人をもつこと これが´ヽムとして必要なる努力てあると思われる。
アマチ_ア コ_ドの 0項のうち私は「ア‐チメアは進歩的である事Jが 特に好きである。幼稚図に

=い
てrl先生も親ヽ

`る
。′ヽムにおいてはだれもいたい。アマチ アヽコ_ド と ´ヽムである私の自覚

さり存在していないのである。

宮城県支部長 J A7BOW 上 杉   功

JARLの 組織改正により 新しく官城県支部が発足になりました。
アマチ.ア 無線は 個人個人が,自 由に電波を発射していれば それてこと足りるのであると思わ
れますが 電波を発射できるのは勝手にコ政大臣が 電波の告」当てをしてくれた0ではないのてあり
ます。先輩諸氏が JARLと いう組織により団結して 郵政当局と折衝してくれたからなのです。

我々力:安易に電波の発射ができる0も  すべてその恩患に溶していることを忘れてはならないでしょ

う。

このT■観を強化することは 我々がスム_ズに電波を千1用 し 運用していくための布石なのであり
ます。要するに自分の利益となって 逗ってくるのだということを知らなければならないてしょう。
JARLが 弱体てあるならば 当局との折衝は はかとらないである 0し  現在害1当てされている (́

ンド  ヽ 取り上げられるか 知ヽれない。開局者は 即 」ARL会員でありたいと願うのであります。

今度の県支吉

`制

の実施は, JA RLの 組織強化と 会員相互の和を進め また 会員の意見を反映

させ.よ りよい運用ができるようにするのが目的であります。

支部会員の希望や意見は はっき,と ヽ本人にお話し下さい。支部会員に親しまれる支部長として

努力したいと思っております。

JA7DNO_Win7
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青森県支部長 JA7DLP 堀   徳 郎

青森支部では昭和48年度の事業として 合向会議 役員会議 支部大会等の実施を考えてお,ま

すか組続 営の方針として 地域クラブを中,心に置いていきたいと思っています。地域クラブに未加

入の会員は各地域代表幹事と連絡をとって下さい。

皆皆さんの協力を得て支部の発展を計 ,たいと念願しています。

次に各地域クラプの動えを各クラグ‐ _―スがら拾って●知らせいたします。

青森クラブ

公開通信展 回試の予備講習会,電信級移行講習会 電話級標準コース請習会,7ワー ド発行 (青

森ブ′アワー ト)製 作講習会,支部大会 (援助 ),機関誌発行 (毎月 1回発行の「しよんから」 )

JA,ALX(安 日勉 ,勢津子さん )

JA7EYL (寺 口悦暢 たか子さん )

JA70UW (鎌 田敏勝 久美子さん )

弘前クラブ

を,原次計画しています。

黒石クラブ 」A7KAOか ら

JA7B YO(笹 日―雄 JA7QZU)

JA7BLR(大 舘信昭 みゆきさん )

JA 70WU(富 谷道雪 良子さん )

●レどン′ヽム局誕生

=9-

弘前地区の DXDRを 中′心にDX′ ラブが作られています。昨年末に JA7JW, BJL JAA

KBGな どの局が中,心になって結成されました。現在DX情報二_―スを発行活動中です。

高枝0必修クラブが 48年度から始まり うちこちの学校にアマ蕪線クラブの名称がみられます。

藤崎高校ては 40名集まっていますが 免許所持者がよらず実際の交信をみたことがないというこ

とて デモンストレーションをしてくれるOMを待っています。

工所り1原クラブ

JA7HAOか ら

JA7TVIか ら

11月 28日 五所川原市春陽国で日赤ア々チ_ア 無線封 t団の ―ヾティングが開かれました。新調

されたばかりの製場は ブルーの服と白ヘルメット)を カッコよく着こみ.記念写真をバチリ,和気ら

いういのうちに 21時終了 それにしても「カックイ」 一。 口赤支部では身分証明書の発行を検

討中です。

八戸クラブ

八戸クラブ0組織の中に「シーサィド入戸クラブJ力:結成されました。大世帯となって今までのま

までは運営が困難たので入戸クラブのカサの下にいくつかの小クラブを作っていこうという考えです。

人戸クラプの会長 JA7BLHを 顧間とし,会長は  JA7BIV 毎週金曜日午後 9時から 2MF

Mに よンネットコールを実施しています。主たる事業は ,

“

,マ 無線に関する研究および勉強会  ②入戸´ラブ主催事業への協力  に,レ クリスーンロン

などとなっています。
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官  城  県

クラブ名 代 表 者 住 所

石 巻

気 仙 沼

古   川

仙

塩 釜

く り こ ま

北 角 栄 ―

大 営 ― 郎

赤  問    操

機  田   ―

高 tt博 之

遊 佐 光 政

石若市南浜町 3丁目1-23

気仙沼市河原田 2丁目4-1

古川市南町 1丁 目7-8

仙台市川内追廻住宅 278号

仙台市福室字半産興 10-7

栗原君「築館町宇留場雇田68

青  森  県

登 録 ク ラ ブ

Q

●ｔ

クラブ名 代 表 者 住 所

南
支
ロ

五 所 川 原

弘   前

青   森

八 F

十 和 田

黒 石

佐 々木  鷹 次 郎

伊  藤    博

小  坂    卓

村 林 誠 造

・・ 村 秀 和

成 田 二 十 三

寺  口 悦  暢

三戸都市部町大字沖田面字上村 15

五所河原市雛口 75-lo

弘前市松寿町 136

青森市浦町字奥野 311-25

八戸市中居林籠越 4

■北都t戸町字員の口116

黒石市あけぼの町 12

秋  田  県

クラブ名 代 表 者 住 所

秋 田

土 崎

大 舘

嬌 咄八い辞

湯 沢

大 山

男 鹿

横 手

入 郎 潟

佐 々木  鎮  吉

佐 々木  排  ―

花 口 幸 正

田  村  保 太 郎

′卜  島     勇

佐 々木  重  信

小  川    隆

岡  田    充

金 子 友 雄

秋田市手形扇口36-5

秋田市土崎港中央二丁目6-5

大詰市中神明町 14-25

鹿角市花輪上野馬場 3-1

湯沢市平清水 460

大山市花園町 16-12

男鹿市船り港増,市営住宅 1-5

横手市鶴巻町

南秋田郡五城目町中川原
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岩  手  県

クラブ名 代 表 著 在 FF

盛 岡

チ ベ ン ト

上

花 巻

釜 石

グ  リ  ン

F

冨 古

い  さ わ

水 沢

江 莉

中 村 与 治 郎

高 橋 清 芯

織  笠  利  雄

清 水 潔 之

甲斐 谷  和  吉

亀掛 川  幸  助

荒  谷    寿

若 江 邦 男

門  勝    功

藤 沢 康 女

菊 地 弘 筒

盛岡市肴町 2-30

書貫君

`石

鳥谷口]北寺ホ 8-74

1L上市諏訪町 2-3-10

花巻市鍛治町 4-15

釜石市只越町 2-8-16

-ノ 関市末広 2-6-12

二戸市福岡字八幡下 44

宮古市大這 02-3-18

11沢郡胆沢町小山字西油池 47-1

水沢市相 手町 8-12

江ォ1市岩谷堂字五位塚 275

福  島

クラブ名 代 表 者 住 可

い わ  さ

郡    山

福    島

会   津

オロ

白

小  名 浜

須 賀 ,

阿 多 々 羅

喜  多 方
マ′レテ´`/ド

,馬

河

巌 咲 正 義

大 越 隆 ―

伊  藤    力

佐 野 修 ―

佐 々本  信 一郎

遠  藤  実  雄

高 久 田   稔

堀  1  哲  雄

渡 辺 修 静 F

長 谷 沼  恒  ―

いわさ市佐精町化屋 118-l1 19

郡山市小原田2-3-23

福島市南沢又字畑田 29-2

会津若松市本町 3-17

原町市錦町 3-10

t‐ わさ市平 曰城跡27 青山方

須賀川市本町 7

白河市本口!7

二本松市根崎 1-11

喜多方市字中川原 4420-8

山  形  県

′ラブ名 代 表 著 住 所

上

酒

山

鶴

山

日

形

岡

大  沢    武

上  円  敏  雄

伊 藤 勝 夫

石 黒 ― 義

■山市41石 839

飽海郡遊御 r大字
=泉
字開元 15

山形市緑町 3-14-16

鶴岡市上畑町 8-56
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´らブ名 代 表 者 住 所

山形  北西

小    国

長 丼

南 陽

尾 花  沢

片 桐 ― 男

渡 部 健 ―

斉  藤  志津男

古 川  源  よ

斉 藤 芳 一

東根市長瀞 1512-5

西置賜郡小国町町原108

長丼市官 2135

南陽市赤湯 3155-3

尾化沢市大字尾花沢2187-3
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学 蔵 ク ラ ブ

ク ラ  ブ 名 代表 者 住 所

八 戸 電 波 工 業 高 校

盛 岡 工 業 高 校

県 立 横 手 工 業 高 校

東  北  大  学

東 北 学 院 大 学

― 関 商 工 高 校

― 関 工 業 高 校

東北工大 電子工業高枝

曰 大 東 lL工 業 高 校

仙 台 第 一 高 技

岩岡 隆雄

熊谷  誠

柿崎  正

小山田正■

狩野 一大

手探 オ」逸

織笠 利雄

松原 光―

原日 元成

浅野 昭男

入戸市十八日町 13

盛岡市1ヒ山 1-12-65

雉勝郡羽後町只沢字外島居 29

仙合市長町入丁目6-10-309

仙合市土樋 1-3-1 東北学院大学内

一ノ関市機織山 213

北上市諏訪町 2-3-10

仙台市八幡四丁目4-20

郡山市田村町徳定 1

仙台市河原町 1-3-37

載 域 ク ラ ブ

ク ラ ブ 名 代表者 住 所

東 北 電 カ ハ ム ク ラ ブ

秋回営林 局 ′`ムクラブ

東北沖竜ガ マチ、アクラブ

峨 葱 ―
~無
レ ラブ

斉藤 ―雄

佐 木々僚吉

河口 敏材

高山 博之

盛岡市山岸字堤下 63-31

秋田市手形字扇国 36-5

福島市笠木野字大金谷 57

仙台市福室字半産興 10-7

特 殊 ク ラ ブ

ク ラ ブ 名 代 表 者 住 所

仙台モー ビル′`ムクラブ

秋田モー ビル′`ムクラブ

NON  TmDU OLUB

鳥海モービル′ヽ去クラブ

た 力iま ち ク ラ ブ

植松

遠藤吉二郎

吉日 英明

大野 愧朗

庄子 孝―

仙台市小田原上入合 15-26

秋田市保戸野桜町 1 12

仙台市八本松 2-11-26

湯沢市東松沢47-5 県公舎 3

仙台市富沢=軒
橋 1
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ク ラ ブ 員 代 表 者 住 所

ハKI'■ IK ttDЮ ttUB

YOUTH

平   ク   ラ   ブ

JMHO  山  形

North」 aptt DXタ ラブ

6mア ルペン′`ムクラブ

能登  功

佐農 ―夫

鈴 木 健仁

久合日利夫

神尾  栄

小野寺倉和

秋田市新屋比内町 4-39

石著市中央二丁目7-25

いわき市平材木町 29

山形市麺 町 l-7 14

仙台市小田原安養寺上 0 16

気仙沼市字波略上向原

TV Iの 防 止

この度の定款の改正は多面に亘っていますが ア々チ、ア局の電波による電波障害等に関する事項

が一般社会の人々にとっても最も深く関′心のヽたれるものてす。

電波障害は,マ チ ,ア局を運用する方は会員 非会員を問わず是非とも解決してFかなければなら

ないF.5題 です。

アマチ ,ア 局を運用される方は,運用規則 258条に規定されているように電波障害の申告力あ った

時は電波の発射を停止する義務 があります。免許中請言の提出の際に出した保証願0誓約書には「私

の無線設備からBOI または TVIが 発生した場合は それが完全に防1■てきるまでは運用はいた

しませんJと あります。連盟では各エリア毎に監査長をかさ 監査指導委員会を設けてTVI等 の問

題に対処しております。TVIの 対策上よ困りのときは委員会の方に相談 指導を受けられるのがよ

いと思います。

,マ チ,ア局と被告者と感情llな 問題が多く発生しますと社会から非難を受ける結果になり 遂に

はアマチ、ア蕪線ができなくなってしまいます。

監 査 指 導 委 員 会

-13-
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監査指導委員長

JA7EnJ 佐 藤  嘉志郎 いわ蓬市泉町字泉 103

監査指導委員

JA,Tx 高久日   稔 須賀,市本町 7

JA7心

“

佐 野 修 ― 会津者松市本町 3-17

JA7BO 平 島 希 望 いわさ市,T平 窪字屋越 33

JA'BAY 西 丸 真 生 いわき¬レト名浜大原字東橋本 1

JA,BER 鳥 越    登 いわきli平塩字官前 25

JA 7NX 奈 良 幹 久 いわさ1,平小浜町中ノ作 280-110

5ヽ 7D●Z 末  ヽ 秀  q 原ヽヽ南ヽ 1-lS

JA7ASF 高 橋 悛 夫 安積部いオ]田剛字籠 20-6

監 査 指 導 委 員 会

監査長 JA71W植 松

県
●
［

山 県形

t

に

-14-

監●指導委員長

J A71F 片 桐 ― 男 東根市大与長浄 1512-5

監査指導委員

J A7ALL 荒 丼 寿 夫 長丼市官清水町 2081-9

JA70V 高 橋 貞 乍 山形市花楯 二丁目141

」A7TF 大  沢    武 上山市41石 839

J A7ZM 高 野 博 L・ 米沢市松ケ岬二
「
曰5-40

J A7 3UA 大 田 満 秋 東根市大字 著木 9091-33

J A7DMX 加賀 山 有F 夫 山形市漆山 1251-4

J A7 LVA 官 樫 誠 嬌 鶴岡市山工町 15-52

監査指導委員長

佐 々木  由 行 ・t田市広面宇樋下 5-2

監査指導委員

男鹿市船,お周 市営,争 -5

1ヒ代市畠町 7-33 il代私書箱 7

JA7FA

JA'DY
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JA7A00 富 樫 孝 夫 II ll市 将軍野東―丁目4-18

JA 7PL 芳 賀 芳 夫 秋田市入幡―里塚 25-2

」A7DD 神 坂 正 明 本荘市大門通 本t局私言箱 5

J A 7AKll 相 沢 喜 弥 角舘市■管沢 111 西村線市方

岩  手  県

監査指導委員長

JA 7RF 鹿  携    正 盛岡市下厨川学斉菫頭 444-4

監査指導委員

JA7BOK 荒  谷    寿 二戸市場岡町入幡下 44

JA71U 八 重 捏    昇 花巻市台第 3地割 34-8

JA 7BL 級  笠  利  雄 北上市諏訪町 2-3-10

JA7BB 南 大 稗貫郡石鳥谷局 私書福 2

JA7AZU 斉 藤 忠 弘 胆沢都金夕崎諏訪小路 5

JA7EBM 高  橋    敏 胆沢郡胆沢町南都田■徳山 86

JA7BIN 中前 日 幸 夫 官古市大字磯鶏3-32

JA?AZY 佐 藤 健 也 ―ノ関市山日十二i申国鉄宿舎 5-2

市  森  県

監査指導委員長

JA7BOL υ  口 暁  伸 肯森市勝田二丁目6-10

監査指導委員

JA 7o丸 松 摘 良 夫 八戸市類下組手下 29

JA7GTU 小  坂    卓 弘前市松森町 136

JA'PR t々 木  ネL次 郎 二戸郡南部町大
=沖
田両字上村 15

JΛ 7AJ I t戸 元 成 五所川原市小由字沼日 97-4

JA?BYC 笹  田 ―  雄 大鰐町大学蔵館字宮本 S9-7

営  城  県

監査指導委員長

JA7DKH 豊 原 幸 男 仙台市大野田宇清71C12-1

生査指導委員

JA7Gc 千 葉 文 夫 気11沼市港町 5-14

JA 7Js 吉 田 友 和 塩釜市′Jヽ松崎 4-40
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監  視

ｒ
ｌ
；
′

――

―

―
●
ｌ
ロ
ー
●
■
■
■
日
■
■
■
■
■
Ｅ
Ｅ
Ｅ

JA7PC 北 角 栄 ― 石者市南浜町
=丁
目1-28

JA7AT 村  上    博 柴口君『大河原町西町 132

」A71WK 管 原 久 雄 気仙沼市西八幡町 54-1

JA7K0 赤  間    操 古,市南町―丁目7-8

JA劉 Y 浦  博  行 仙台市春日Rrl l番 115号

JA7Bzz 陣  野  i「  敏 仙台市新田 76-22

コ
ー ,レ 氏 名 住 所

青  森 JA7
JD 館 岡 勝 治 青森市 き川 3丁 目 13-3

NL 菊 地 聖 貢 八戸市長,新田 14-1

GNx 福  丼    優 東津軽都平館村大学根岸字山居 90

HMG 白 F 清 只1 北津経郡中里町大字中里字亀ノ山 485-6

秋  田 HPE 高  橋    健 湯沢市場ノ原 257-3

山  形 ANL 竹 越 富 治 酒田市栄町 8-20

』ⅥC 伊 藤 勝 夫 山形市緑町 3-14-16

岩  手 ABU 清 水 潔 之 花普市銀治町 4-15

WK 甲斐 容  和  吉 釜石市只越町 2-S-16

福  島 B Fll 伊  藤    カ 福島市南沢又畑田 29-2

LUB 加 源 国 雉 いわき市小名浜字御段後 46

宮  城 00R 高  1 博  之 仙台市福室字半産卿 0-7
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長方形
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J

JA7管内で空中線電力10Wを超える局

(4841現 在 記載もれになっている局は事務局ヘト知らせください )
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呼出符号
線

力

中空

電 呼出符号
,中線
電 力 呼出符号

空中線
電 力 呼出符号

続
カ

中空

電

JA7AB

jA7AD

JA7AK

JA7AO

JA7AT

JA7AY

JA7ABQ

JA7ABJ

JA7ABU

JA7ADD

JA7ADD

J A7ADR

JA7A珈

JA7ADX

J A7AFP

JA7AFU

JA7ACL

JA7AJV

JA7ALL

JA7ALX

JA73WO

」A7いOnV

JA7ANK

JA7ANQ

JA7● 00

JA7AOD

JA7APW

JA7AQ0

500

500

50

500

100

200

500

50

100

200

100

100

150

100

50

100

50

100

100

100

50

100

50

50

5o

50

50

100

JA,AQR

JA7AQZ

JA7ARD

JA7ARZ

」A7ASD

J A 7AV小1

JA7A}04

JA7AXN

JA7AZY

JA 7BB

JA7BE

JA7BH

JA7BL

JA7BO

」A7BT

JA7BAY

JA7BOE

JA7BDW

JA7BGU

JA7Boヽ

JA7BH0

JA7BIV

」A7BKN

J■ 7BNH

JA7BoB

JA7BNV

50

50

50

350

80

50

50

100

50

100

250

100

50

100

50

100

50

100

50

50

50

100

5o

100

100

100

J A7BIS

JA'BFH

JA'BIN

JA7BUA

JA7BYP

JA'OL

」A?OQ

JA70X

JA70Z

J A 70131

JA700G

」A7● CR

JA700Z

JA7CDS

JA70DU

JA,ODV

」A70DB

Iヽ 7CLO

JA'CNV

JA7COI

JA7CSL

JA 701Ⅸ

JA7CVQ

JA70XQ

JA7oY0

JA70ZN

100

50

100

50

100

50

500

100

50

100

50

50

100

100

50

50

50

50

50

10o

50

5o

100

50

50

100

JA7DF

J A7DK

JA7DT

JA7 DV

JA'DY

JA'DZ

JA7DDT

JA'DLE

Iヽ 7DLR

Iヽ 7DPH

J A7DQG

]A7DRT

'A7DSQ
JA7DVD

JA7「 IVF

∫A7ヽVi,

'A71 nl

JA7Eヽ V

J A7DAD

J A7EBC

JA7EBJ

JA7EBY

JA7ECH

J A 7E IIM

J A7EDH

J A7DFB

500

120

50o

100

100

50

100

100

5o

100

150

100

35

100

100

200

100

50

100

500

100

50

80

100

100

50

JA7DNO_Win7
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呼出符号
線

カ

中空

竜 呼出符号
空中線
電 力 呼出符号

空中絵
電 力 呼出符号

線

力
甲空

電

JA7EcF

J A 7DttV

JA7ELA

JA7Eヽ1ば

JA7ENR

JA,EPD

JA,Ecバ

JA7ERR

JA7FC

JA7FU

」A,FAS

JA7FBP

JA7FHu

JA7FHX

JA7FGA

JA7FOJ

JA7FlP

JA7恥Ⅳ

J A7FL0

JA7FMQ

JA7FNQ

JA7FOB

JA7FSD

JA7CA

JA7CD

J A7GP

JA'GY

」A70ヽ V

JA'CTAX

100

100

100

100

50

100

100

80

100

100

100

100

500

100

50

100

50

5oo

10o

100

100

100

120

100

50

30

100

200

5o

JA7CCl

JA70DI

JA7GDN

JA70FD

JA7mI

JA701F

JA7(]TR

J A7CUN

JA7 m0

JA70PZ

J A7110

JA7HR

Jヽ 7口X

JΛ 711z

JA7HAv

JA 71lHT

」A7Hく S

JA7JB

」A7JG

JA7JH

JA71F

JA71J

JA71L

JA71ヽ V

JA71AU

JA71l Z

J A71WD

50

100

50

50

20o

100

50

130

100

100

100

2o0

50

100

200

100

100

100

500

50

500

100

100

100

100

50

50

JA7JI

JA7JM

JA7JQ

JA7JS

JA7JヽV

」A7JHE

JA?JRD

J A7」 RV

JA7」 so

JA'JXY

JA7K0

JA7KD

JA7KQ

JA7KP

JA7KY

JA7KCR

JA7K EK

JA7KSR

JA7KXD

JA7LO

JA7LME

JA7LUB

JA7NA

JA7MJ

JA,MN

JA7MIW

」A7MOM

300

50

5oo

100

50

100

50

100

50

100

100

50

100

100

100

50

50

100

100

50

50

100

100

500

50

100

50

J A7MUT

JA,MBT

」A7MOL

JA7ND

JA7NI

JA7NK

JA7NL

J A7NX

JA7NY

JA7NZ

JΛ 7NzH

JA7NT I

JA70B

JA70D

jA7oP

JA70XT

JA7RA

」A7RF

」A7RG

JA7RH

JA'RL

JA7PB

JA7PD

JA7PL

JA7PCH

500

500

100

80

50

50

50

100

50

100

100

50

100

50

5o

50

100

50

60

200

100

50

120

500

50
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呼出符号
線

カ

中空

電
呼出各号

線

力

中空

電 呼出符号
■1'線
電 力 呼出符号

線
力

中空

鷺

jA7Ш

JA,RIl

JA7RY

JA7島 Bヽ

JA 7 SIl

JA7TI

JA 7TM

JA 7TF

JA7TPI

JA 71｀ VV

100

50

15

50

50

50

10o

100

50

15o

J A7■ Q

JA7UU

JA7UZ

JA,VNT

JA7VOB

」■7WK

JA7,vS

JA7WY

JA?¨ l乙

3o

50

5oo

5o

50

100

100

30

100

JA'YB

JA 7Y0

100

50

JA7Yいよ

JA7YAG

JA7YAR

JA7YB0

JA7YDO

JA7YDM

JA7YFA

JA7YFD

JA'Y「 Y

JA7YOV

JA7YJB

JA7YLC

JA7YMヽ

JA 7YRII

50

100

50

200

100

50

100

50

100

50

500

100

5o

50

東北電波監理局からの注意ならびに要望事項

支部長会議によいて同局から次の事項について■意ならびに要望がありました。

免許部陸上課

1 'マ チ_フ 局の再免許の申詰にさいしては  免許の有効炒問満了前 1カ 月まてに申請書が卒,

着するよう提出されたいこと 申請の際l_出 する書類として 再免許中請書lE● 1通 写し1通

計 2通。

現在交付されている免許医の写し1部 手数料は 600円 であること。

2 検査を要する場合の申読にあたっては 硫拷欄に電話番号 (勤務先のある場合は勤務先の名称 )

を付記すること。

3 中読普の住所と設 (常 )置場所の
'所
が異なる場合は免許状等の送付先を明記すること(返信

-19-
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用封筒添付のこと)。 ■た 下宿 アメ_卜 の場合はOO方 またはOO号とはっきり記載する
こと。

監督部陸上課

1 非常通信 (司1練 を含む )を行なったとき,人命の救助 (目 的外通信 )に関することを行なった
ときは報告すること。

2 設備の操作にFFしては操4範囲を超えなぃこと,電信級は電乍のみ,電話級は無線のみである
こと。

3 設備を他人の使用に供してはならない。

監理部検定課

られる場合を除き 目的 空■線電力等は免許状に言E載されている範囲を超えないこと。
(こ

1 ,マ チ、ァ無線技■の国家試験は 4月 とlo月 に施行され 受験申誇書の受付けは 2月 と8月
であること。 (受付け期間はその都度決定される )。  手数料は国の印紙 また 受験地は東
1ヒ地方は仙台のみであること。

2 免許●■請期間は合格した日,ま たは養成課窄を修了した日から3カ 月以内であって■請書に
は診断書 写真 戸鰭沙本また0住民票の写しを添付すること。
い)申請書については 資格 印紙 (国の収入印紙 )を つ印 受験番号 年月日 欠格事由
● 診断書については全項目の記入の有無

0 抄本については生年月日

に, 写真
`つ
いては受験申請前 6ヵ月以内0も の,大きさ(横 35% たて 45%)な どについて

注意し 毎先を明記し20円切手を貼った返信弔封筒を同封すること。

監 視 部

1 不法開設の防■に協力して債 Lい こと。

2 ,マ チュアの設備を個人の事業月に使‖Iし ないこと。

o 指定外周波数 指定外電波の型式を使用して運用しないこと。

東 北 電 波 監 理 局 の

仙台「1夕豪|¨
■ 第 2合同庁合内

号

(電話 01-5221

C
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ォール東北コンテス ト要領

JARL東 北地方本部では恒例のオールコンテストを 他リエリアを含めた新たた要領
`開
催´え

しまする

多数の参加をお待ちしています。

―、日    時  昭和 48年 5月 5日

6日

二、参 力]資  格   l JA,管 内局 (J

者 )

2 」A7管外局 (JA'll外 0全ての局 )
1 個人局ノン′ル

^ン
ド

2 個人局マルチ
^ン
ド

3 社団局マルチバンド

4 SWLヤ ルチ大ンド

● 登録クラブ対抗

ただし,個人局マルチ,社団局マルチ,swLマ ルチについては」A7

管外0局の参力1を認めるo

´ラブ対ユ部ri.サャリーツートに記載されたJ A IIL●録クラブ毎l‐

集計し繹点とする。

1 周波数 電力 電波型式 各局に免許されている範囲内
1 1子出し「 CQ JA7 TES TJ
2 コンテ ス トォ ン ′`一 ,Rs、 たは RSTキ 都 適 ヽRナ ン バー

l JARL制 定のフオンバ/ド を逸脱し●いこと。
2 その他JARLコ ンテスト規約に準する。
i 完全な交信を1点 とし剌ヒ六界(o2～ o7)0み をマルチとする。
2(各 バンドで得た碍点●合計)× (各パンドで4たマルチの合計〉
3 SWLの場合,口 ′の記入方法および得点●.l算方法はJARLヨ ノテ
スト規格lr準する。

,1に定める●´テスト委員会において厳重に行なう。

1 電波法今に違反したもの。

2 提出書類 (・ ′ ,マ リーンー ト)不備0も の。
3 2部門以上にゎたって。′を提出したもの

三、参 力]都 P5

t、 審     査

八、失 格 事 項

四 交 乍 方 法

五,交置レ藩発事項

六、得点0計算方法

21ioo時 から

18:00時 まで

A7●管内に在住する」A70■ ―ルサィンを有する
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九、人

4 書類提出渥れたもo。
5 1・ ―
^ィ
・ 内ヽで重複した局沐●局以■ ,た場合,

1 各都円に,いて参ヵ,局 I_● は 1立のみ。

|～ 10局は2位
=て
, 11月以上は3位i`入賞とする。

′ 発表な 0月 1曰 電波●曰お峯● J、 ヽL ND● s紙上 (入賞が う

昭和 4'年 5月 ■ :日 (当日●印有効 )

T980

言城獄ヽ 台市大町2●6の 2o

青橋ビル内

JA■ L凍北地方本部

iィテスト委員会

,ILIth方電波窃力会

JA■ L末1地方本部

一
ｏ
　
二

ログ,締 切ョ

ロ́ o提 出先

-0

催

援

0ヽ 口 oAV .J■ 7営の申‐請手数料は,4月 ■日から,。 ll円に改定され
=し
たから間違いな

いようl・ して下さい。

ONE DAY」 A7賞 の議 料の改定について

Q
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非常通信訓練の実施

地震 台風 決水 津浪 雪害 火災 暴動 その他 非常の事態が発生し,す たは発生する●そ
れのある場合における人命の表助 災害の救助 交通通信の確保または秩序の維持のための無線通信

を 一般に非常の場合の無線通信といっています。

この災害の発生にそなえ 非常通信の迅速確実な伝送ラ1●を行なうもので 東|ヒ地方非常無線颯信

協議会7_昭和 48年度の実施計画に基づいて行なう「アマチュア局の部」の訓続であります。ヲ1勝は

各県の警察本部 その他関係機関の協力のもとに実施するものであり,で きる限り多くのF10参 加そ
日●・として,り ます。

ただし 実際の非常通信が行われる事態が発生した場合には 直ちに同1漱を中止したrlればなりま
せん。

~ヽ
日 的  非常無線通信網の設定すよび這報伝送の訓書を目的とし,最近の電波の情勢から

電話を中′心として文書形式によって行なわれます。

二

　

〓
一　

四

　

五

催 東1ヒ地方非常無線通信協議会の計画に基づき東1動方本部が主催します。

昭和 48年 8月 12日

免許を受けた 」A ItL管 内のアマチュア局。

周波数  電波型式  空中線竃力は各局に許可されている範囲内て行なうこと。

また周波数はJARLで 制定 しているアマチ ,ア バントの非常波 (JARL会 員

手帳参照 )を使うことを原貝りとします。

ヨ帳 用電報を約 10道を地方本部に,いて4成 し発信lltの クラブ会長に送付し発

信そ依頼し織す。

(1' 呼  出   クンレン (3回 )

各  局 (3回 )

こちらは (1回 )

白局の呼出工 号(3日以 F)

どうそ (1回 )

唸,応 答   クンレン(3口 )

相手方の呼出符 号(3回 Ll下 )

こちらは (1回 )

自局の呼出符号 (1回 )

どうぞ (1回 )

発信を依頼された局

`指
定された時刻になったら受付時分を言E入 して開始して下

実施 期 曰

参 力1 者

周波 数等

六 通 報 電文

q6 七、呼出応答等

入、発 信 局

JA7DNO_Win7
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さいく会長が発乍できオいときは他笥に発信を依頼 )●

遮報を受信し 中継局とたったときは1これをさらに40中継局ふ著信局に伝送
して下さい。この場合 「局内心得」に自局名を記入して下さい。「局内心得」
には「″ンνン」0語の次に,継局名●つぎつざlF書 き加えられることl‐ 4り t

す。

自分●市場での通報を聞いたら直ちに応答し 通報を受信して下さい。各椰 本
ズを確め,著信局.受信蒔分 受

「
者名を記入 し ,て名

`配
逮先の電話番号が

記載されていますからそこに「非常無線通信訓練o電文がそちら,てに入ったの

li:iまiltil::]☆ [爵:重[』il用 して電文を添えて報告して下 Q
さい。

送 付 先 仙台市大町二丁目0● 20

高橋ビル内

`ARL東
北地方本部

(本部 t・ば報告 を一括 して電監 ,協議会に提出 )
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